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■学歌・校章
　  University Anthem and Emblem

■学歌
　 University Song

■校章
　 University Emblem

■シンボルマーク
　 Symbol Mark

■第二学歌
　 University Song Ⅱ

和歌山大学シンボルマーク
「自然」「活気がある」「地域密着」「グローバル」の４つ
のキーワードをもとに、これまで使用されてきた校章
と併せたコミュニケーションマークとして新たにシン
ボルマークを制定しました。

和歌山大学校章
黒地は、紀州の象徴である黒潮を、白地はその波頭を
表しています。

■沿革  History

■歴代学長  Presidents

明治8年5月
（1875）
大正11年10月

（1922）
昭和24年５月

（1949）

昭和26年４月
（1951）
昭和29年４月

（1954）

昭和31年
（1956）
昭和32年４月

（1957）
昭和35年

（1960）
昭和38年

（1963）
昭和39年４月

（1964）
昭和40年４月

（1965）

昭和41年４月
（1966）

昭和42年４月
（1967）
昭和43年４月

（1968）
昭和45年４月

（1970）
昭和51年４月

（1976）
昭和60年９月

（1985）
昭和62年９月

（1987）
平成元年４月

（1989）

平成３年４月
（1991）

平成４年10月 
（1992）

平成５年４月
（1993）
平成６年４月

（1994）

平成７年10月
（1995）

平成８年４月
（1996）

平成９年４月
（1997）

平成10年４月
（1998）
平成11年４月

（1999）

平成12年４月
（2000）
平成13年４月

（2001）
平成14年４月

（2002）
平成16年４月

（2004）

平成17年４月
（2005）
平成18年４月

（2006）
平成19年４月

（2007）
平成19年10月

（2007）
平成20年４月

（2008）

平成20年６月
（2008）
平成22年４月

（2010）

平成22年７月
（2010）

平成23年4月
（2011）

教育学部の前身となる和歌山県師範学校が設立される

経済学部の前身となる和歌山高等商業学校が設立される

国立学校設置法（昭和24年法律第150号）により、和歌山師範学校、

和歌山青年師範学校、和歌山経済専門学校を包括して、学芸学部、経済

学部の2学部を設置

附属小学校及び附属中学校を設置

経済学部に商業教員養成課程を設置〔平成１２年３月廃止〕

経済短期大学部を併設〔平成８年９月廃止〕 

学芸学部中学（２年）課程を廃止

経済学専攻科経理経営専攻を設置〔昭和41年３月廃止〕

学芸学部小学（２年）課程を廃止

学芸学部文理課程を廃止

経済学部に経済学科及び経営学科〔平成11年３月廃止〕を設置

学芸学部に小学校教員養成課程〔平成19年度３月廃止〕及び

中学校教員養成課程を設置〔平成17年３月廃止〕

経済学部に産業工学科を設置〔平成12年３月廃止〕 

学芸学部を教育学部に名称変更

教育学部に特別教科（理科）教員養成課程を設置〔平成元年３月廃止〕

大学院経済学研究科修士課程理論経済学経済史専攻を

設置〔昭和４５年３月廃止〕 

教育学部に養護学校教員養成課程を設置〔平成17年９月廃止〕

大学院経済学研究科修士課程に経済学専攻及び経営学専攻を設置

経済学専攻科・産業工学専攻を設置〔平成11年３月廃止〕

附属養護学校を設置［平成19年４月附属特別支援学校に名称変更］

教育学部　栄谷キャンパスに移転

経済学部　栄谷キャンパスに移転

教育学部に文化社会課程〔平成15年３月廃止〕及び生産科学課程を

設置〔平成15年３月廃止〕

附属教育実践研究指導センターを設置

〔平成13年４月附属教育実践総合センターに名称変更〕

経済学部に昼間主コース・夜間主コース〔平成19年度から募集停止〕

を設置

経済学部にビジネスマネジメント学科（経営学科を改組）及び

社会システム設計学科〔平成14年９月廃止〕を設置 

大学院教育学研究科修士課程学校教育専攻及び教科教育専攻を設置

教育学部に臨時教員養成課程（１年課程）・発達障害教育教員養成課程

を設置〔平成９年３月廃止〕

システム工学部（情報通信システム学科、光メカトロニクス学科、

精密物質学科、環境システム学科、デザイン情報学科の５学科）を設置

教育学部に総合科学課程を設置〔平成15年３月廃止〕

経済学部に市場環境学科を設置 

特殊教育特別専攻科・発達障害教育専攻を設置

［平成19年４月特別支援教育特別専攻科に名称変更］

システム情報学センターを設置 

生涯学習教育研究センターを設置

教育学部に学校教育教員養成課程、国際文化課程、自然環境教育課

程、生涯学習課程を設置〔国際文化課程、自然環境教育課程、生涯学習

課程は平成20年度から募集停止〕

大学院経済学研究科に市場環境学専攻を設置

地域共同研究センターを設置 

大学院システム工学研究科修士課程システム工学専攻を設置

学生自主創造科学センターを設置

大学院システム工学研究科博士課程システム工学専攻を設置

国立大学法人化

国際教育研究センターを設置 

紀南サテライト部を設置〔平成19年10月サテライト部に包括〕 

岸和田サテライトを設置〔平成19年10月サテライト部に包括〕

経済学部に観光学科を設置〔平成20年度から募集停止〕 

サテライト部（紀南サテライト、岸和田サテライト）を設置 

観光学部（観光経営学科、地域再生学科）を設置

教育学部を改組し、学校教育教員養成課程〔教育科学コース、教科教育

コース、児童教育コース〕と総合教育課程〔文化研究プログラム、環境

教育プログラム〕の二課程とする 

サテライト部に和歌山大学サテライトを開設 

防災研究教育センターを設置

宇宙教育研究所を設置

産学連携・社会連携活動を総括する運営支援組織として

地域創造支援機構を設置

地域共同研究センターを産学連携・研究支援センターに名称変更

生涯学習教育研究センターを地域連携・生涯学習センターに名称変更

紀南サテライトを南紀熊野サテライトに名称変更

和歌山大学サテライトを和歌山大学まちかどサテライトに名称変更

教育・入試・学生支援を担当する運営支援組織として

教育学生支援機構を設置

大学院観光学研究科修士課程観光学専攻を設置

氏　名
Name

就 任 期 間
Period of Take Office

糸魚川　祐三郎
Yuzaburo Itoigawa

1949. 5.31～1955. 3.30 

岩　崎　真　澄
Masumi Iwasaki

1955. 3.31～1961. 3.30 

後　藤　　　清
Kiyoshi Goto

1961. 3.31～1964. 3.30 

齋　藤　利三郎
Risaburo Saito

1964. 3.31～1969. 4.21 

廣　橋　次　郎
Jiro Hirohashi

1969. 4.22～1972. 4.21 

氏　名
Name

就 任 期 間
Period of Take Office

香　山　時　彦
Tokihiko Kayama

1972. 4.22～1975. 4.21 

角　山　　　榮
Sakae Tsunoyama

1975. 4.22～1975. 7.31

神　野　璋一郎
Shoichiro Kono

1975. 8. 1～1978. 7.31 

筒　井　信　定
Nobusada Tsutsui

1978. 8. 1～1981. 7.31 

池　田　芳　次
Yoshitsugu Ikeda

1981. 8. 1～1987. 7.31 

氏　名
Name

就 任 期 間
Period of Take Office

小　野　朝　男
Asao Ono

1987. 8. 1～1993. 7.31 

浅　野　　　敞
Sho Asano

1993. 8. 1～1996. 7.31 

守　屋　駿　二
Shunji Moriya

1996. 8. 1～2002. 7.31 

小　田　　　章
Akira Oda

2002 .8. 1～2009. 7.31

山　本　健　慈
Kenji Yamamoto

2009 .8. 1～


